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西
に し め

銘駿
しゅん

さん扮
ふん

する義経公。
その勇ましい姿を見よう
と、沿道にはたくさんの
観客が詰めかけ、声援を
送りました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　「国見石」を使用した石蔵は、町内の石工により大正期から昭和期にかけて盛んに建築されており、この石蔵は、旧
大木戸農業協同組合の共同集荷所として昭和 28 年に建築されました。昭和 16 年に旧小坂村産業組合石蔵（国登録有
形文化財）が建築された際には、大規模石造建築を可能とする木骨石造やバットレス（控え壁）などの新たな建築技法
が考案されましたが、この石蔵においても同様の技法が見られ、バットレスの一部が壁体と一体化するなど、新たな技
法も採り入れられています。
　町では、郡山女子大学と連携して石蔵の建築技術を調査し、国見の石蔵をまちづくりにつなげる取り組みを行ってい
ます。

旧大木戸農業協同組合石蔵（大木戸字宮原）
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ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展
「
く

に
み
の
お
す
そ
わ
け
」
が
9
月

15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
4
日
間

に
わ
た
り
、
東
京
都
銀
座
の
歌

舞
伎
座
地
下
2
階
「
木
挽
町
広

場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国

見
町
単
独
で
の
物
産
展
は
、
昨

年
に
続
い
て
2
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

物
産
展
で
は
、
国
見
産
の
モ

モ
や
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
を
は
じ

め
と
す
る
旬
の
果
物
や
、
あ
ん

ず
の
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
、
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
と
い
っ
た
6
次

化
商
品
な
ど
、
国
見
町
自
慢
の

商
品
を
取
り
そ
ろ
え
、
試
食
・

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
試
食
し

た
来
場
者
か
ら
は
「
国
見
の
果

物
は
甘
く
て
お
い
し
い
」
と
大

好
評
。
物
産
展
に
は
太
田
久
雄

国
見
町
長
を
は
じ
め
、
果
樹
生

産
者
や
ミ
ス
ピ
ー
チ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
ル
ー
が
参
加
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
品
川
女
性
起
業
家
交
流

会
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
国
見

の
魅
力
や
農
産
物
の
安
全
性
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

連
日
多
く
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た
国
見
物
産
展
。
た
く
さ

ん
の
人
に
国
見
の
恵
み
、
お
い

し
さ
、
心
意
気
を
お
す
そ
わ
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
～ 

く
に
み
の
お
す
そ
わ
け 

～

ふ
く
し
ま
国
見
物
産
展

歌舞伎座
東京・銀座

道の駅
オリジナル

商品

旬の
果物
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